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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】挿入部の湾曲性能を維持しつつ、熱伝導材が湾
曲によって劣化及び破損することを防止できる放熱性の
高い内視鏡の放熱構造を提供すること。
【解決手段】内視鏡の放熱構造８０は、挿入部の先端部
に配設され、軸方向に貫通している貫通口部２０３を有
する中空部材である本体部２０１と、接続管２３１ａと
、貫通口部２０３の内部に配設され、本体部２０１によ
って保持される撮像ユニット５０と照明ユニット６０と
を含む発熱部と、面方向の熱伝導率が厚み方向の熱伝導
率よりも高く、熱伝導の方向に異方性を有する熱伝導材
８１とを有する。熱伝導材８１の先端部８１ａ側は、本
体部２０１の外周面と接続管２３１ａの外周面との少な
くとも一方に固定されている。
【選択図】図３Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の先端部に配設され、軸方向に貫通している貫通口部を有する中空部材
と、
　隣り合う節輪同士が互いに回動可能に連結されることで湾曲するように形成される湾曲
部に配設され、前記節輪を前記中空部材に接続する接続管と、
　前記貫通口部の内部に配設され、中空部材によって保持される発熱部と、
　面方向の熱伝導率が厚み方向の熱伝導率よりも高く、熱伝導の方向に異方性を有する熱
伝導材と、
　を具備し、
　前記熱伝導材の先端部側は、前記中空部材の外周面と、前記接続管の外周面との少なく
とも一方に固定されていることを特徴とする内視鏡の放熱構造。
【請求項２】
　前記熱伝導材の基端部側は、前記挿入部の外形形成部材に内接するよう摺動自在に配設
されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の放熱構造。
【請求項３】
　前記熱伝導材は、短冊形状を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
内視鏡の放熱構造。
【請求項４】
　前記熱伝導材の先端部側は、筒形状を有することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡
の放熱構造。
【請求項５】
　前記熱伝導材の短冊部分は、前記節輪の周方向において、隣り合う前記節輪同士を連結
する連結部材同士の間に配設されていることを特徴とする請求項３または請求項４に記載
の内視鏡の放熱構造。
【請求項６】
　前記熱伝導材は、螺旋形状を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の
内視鏡の放熱構造。
【請求項７】
　前記熱伝導材は、保護材によってカバーされていることを特徴とする請求項１乃至請求
項６のいずれかに記載の内視鏡の放熱構造。
【請求項８】
　前記保護材は、摩擦軽減材として機能することを特徴とする請求項７に記載の内視鏡の
放熱構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部の先端部に配設されている発熱部を冷却する内視鏡の放熱構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、挿入部の先端部に配設されている発熱部を有している。この発熱部は、例え
ば、照明光を出射する照明ユニットや、撮像素子を有する撮像ユニットである。　
　照明ユニットは、観察対象物に照明光を照明し、照明に伴い発熱する。この発熱量は、
光電変換の損失のため発光光量に比例して、増加する。この熱は、例えば照明ユニットの
寿命や、光量の低下に影響を与える。　
　撮像ユニットは、観察対象物を撮像し、撮像に伴い発熱する。この熱は、例えば撮像ユ
ニットの寿命や、撮像ユニットの性能に影響を与える。
【０００３】
　この熱の影響を抑えるために、例えば、特許文献１が開示されている。特許文献１では



(3) JP 2013-248326 A 2013.12.12

10

20

30

40

50

、熱伝導材が利用されている。熱伝導材は、例えば、熱異方性を有するシート状の部材で
ある。この部材は、例えば、グラファイトシートである。　
　このような熱伝導材は、挿入部の内部に配設されており、挿入部の先端部から挿入部の
基端部まで配設されている。特に、熱伝導材の一端部は、発熱部であり、挿入部の先端部
に配設されている照明ユニットに取り付けられている。また熱伝導材の他端部は、挿入部
の基端部側に配設されている。
【０００４】
　なお、熱伝導材以外にも、内蔵物が、挿入部の内部に配設されており、挿入部の先端部
から挿入部の基端部まで配設されている。内臓物は、例えば照明ユニットの電気的な照明
ケーブルや、撮像ケーブルの電気的な撮像ケーブルや、送気・送水チューブなどを示す。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－５６１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１において、前記したように、熱伝導材と内蔵物とは、挿入部の内部に配設さ
れており、挿入部の先端部から挿入部の基端部まで配設されている。
【０００７】
　このため、湾曲部を含む挿入部が湾曲すると、熱伝導材は、内蔵物と当接及び干渉し、
さらに挿入部の内周面に当接及び干渉する。また熱伝導材は、捻じれたり、内蔵物に対し
て擦れたり、撓んだり、曲がったり、内蔵物同士によって挟持されたりもする。
【０００８】
　これにより、湾曲部を含む挿入部が湾曲しにくくなり、湾曲性能が低下する虞が生じる
。また熱伝導材は、湾曲によって前記した干渉等が生じ、干渉等によって劣化及び破損す
る虞が生じる。
【０００９】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、挿入部の湾曲性能を維持しつつ
、熱伝導材が湾曲によって劣化及び破損することを防止できる放熱性の高い内視鏡の放熱
構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の挿入部の先端部に配設され、軸方向に貫通し
ている貫通口部を有する中空部材と、隣り合う節輪同士が互いに回動可能に連結されるこ
とで湾曲するように形成される湾曲部に配設され、前記節輪を前記中空部材に接続する接
続管と、前記貫通口部の内部に配設され、中空部材によって保持される発熱部と、面方向
の熱伝導率が厚み方向の熱伝導率よりも高く、熱伝導の方向に異方性を有する熱伝導材と
、を具備し、前記熱伝導材の先端部側は、前記中空部材の外周面と、前記接続管の外周面
との少なくとも一方に固定されていることを特徴とする内視鏡の放熱構造を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、挿入部の湾曲性能を維持しつつ、熱伝導材が湾曲によって劣化及び破
損することを防止できる放熱性の高い内視鏡の放熱構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明に係る内視鏡の概略構成図である。
【図２】図２は、第１の実施形態における可撓管部の構成と湾曲部の構成とを示す図であ
る。
【図３Ａ】図３Ａは、先端硬質部の正面図である。
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【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａに示す３Ｂ－３Ｂ線における先端硬質部の概略断面図である
。
【図３Ｃ】図３Ｃは、図３Ｂに示す３Ｃ－３Ｃ線における先端硬質部の概略断面図である
。
【図３Ｄ】図３Ｄは、図３Ｂに示す３Ｄ－３Ｄ線における湾曲部の概略断面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、第２の実施形態における熱伝導材を示す図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、熱伝導材が配設されている状態を示す図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、図３Ｂに示す３Ｃ－３Ｃ線における第２の実施形態における先端硬
質部の概略断面図である。
【図４Ｄ】図４Ｄは、図３Ｂに示す３Ｄ－３Ｄ線における第２の実施形態における湾曲部
の概略断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、第３の実施形態における熱伝導材を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、第３の実施形態における熱伝導材が配設されている状態の概念図で
ある。
【図６】図６は、第４の実施形態における熱伝導材を示す図である。
【図７】図７は、第５の実施形態における熱伝導材を示し、保護材によって保護されてい
る図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２と図３Ａと図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとを参照して第１の実施形態について説
明する。
【００１４】
　［内視鏡１０］　
　図１に示すように内視鏡１０は、例えば体腔に挿入される中空の細長い挿入部２０と、
挿入部２０の基端部と連結し、内視鏡１０を操作する操作部３０とを有している。
【００１５】
　［挿入部２０］　
　挿入部２０は、挿入部２０の先端部側から挿入部２０の基端部側に向かって、先端硬質
部２１と、湾曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲
部２３の先端部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
　
　先端硬質部２１は、挿入部２０の先端部であり、硬く、曲がらない。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部３７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、図示しない照明光が観察対象物に照明され、観察対象物が観察視野内に捉えられ
る。この観察対象物とは、例えば、被検体（例えば体腔）内における患部や病変部等であ
る。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有している。よって可撓管部２５は、外力によって曲
がる。可撓管部２５は、操作部３０における後述する本体部３１から延出されている管状
部材である。　
　先端硬質部２１と湾曲部２３と可撓管部２５とを含む挿入部２０の詳細な構成について
は、後述する。
【００１６】
　［操作部３０］　
　操作部３０は、可撓管部２５が延出している本体部３１と、本体部３１の基端部と連結
し、内視鏡１０を操作する操作者によって把持される把持部３３と、把持部３３と接続し
ているユニバーサルコード４１とを有している。
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【００１７】
　［本体部３１］　
　本体部３１は、処置具挿入口３５ａを有している。処置具挿入口３５ａは、図３Ｃと図
３Ｄとに示す処置具挿通チャンネル３５ｃの基端部と連結している。処置具挿通チャンネ
ル３５ｃは、挿入部２０の内部に配設され、可撓管部２５から先端硬質部２１に渡って配
設されている。処置具挿通チャンネル３５ｃの先端部は、図３Ａに示すように先端硬質部
２１に配設されている先端開口部３５ｂと連通している。処置具挿入口３５ａは、図示し
ない内視鏡用処置具を処置具挿通チャンネル３５ｃに挿入するための挿入口である。図示
しない内視鏡用処置具は、処置具挿入口３５ａから処置具挿通チャンネル３５ｃに挿入さ
れ、先端硬質部２１側まで押し込まれる。そして内視鏡用処置具は、先端開口部３５ｂか
ら突出される。
【００１８】
　［把持部３３］　
　把持部３３は、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部３７と、スイッチ部３９とを有し
ている。
【００１９】
　［湾曲操作部３７］　
　湾曲操作部３７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ３７ａと、湾
曲部２３を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ３７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置
を固定する固定ノブ３７ｃとを有している。
【００２０】
　［スイッチ部３９］　
　スイッチ部３９は、吸引スイッチ３９ａと、送気・送水スイッチ３９ｂと、内視鏡撮影
用の各種スイッチ３９ｃとを有している。吸引スイッチ３９ａと送気・送水スイッチ３９
ｂと各種スイッチ３９ｃとは、把持部３３が操作者に把持された際に、操作者の手によっ
て操作される。　
　吸引スイッチ３９ａは、吸引開口部を兼ねる前記した先端開口部３５ｂから吸引チャン
ネルを兼ねる処置具挿通チャンネル３５ｃを介して、粘液や流体等を内視鏡１０が吸引す
るときに操作される。　
　送気・送水スイッチ３９ｂは、先端硬質部２１において撮像ユニット５０の観察視野を
確保するために、図示しない送気チューブと図３Ｃと図３Ｄとに示す送気・送水チューブ
２０３ｆとから流体を送気するときと、図示しない送水チューブと送気・送水チューブ２
０３ｆとから流体を送水するときに操作される。流体は、水や気体を含む。　
　送気チューブと、送水チューブと、送気・送水チューブ２０３ｆとは、内視鏡１０の内
部において、挿入部２０から本体部３１と把持部３３とを介してユニバーサルコード４１
にまで配設されている。
【００２１】
　［ユニバーサルコード４１］　
　ユニバーサルコード４１は、制御装置１４に着脱自在な接続コネクタ４１ａを有してい
る。制御装置１４は、内視鏡１０を制御する。また制御装置１４は、後述する撮像ユニッ
ト５０によって撮像された画像を処理する画像処理部を有している。また制御装置１４は
、撮像ユニットによって撮像された画像を表示する表示部であるモニタ１６と接続してい
る。
【００２２】
　［挿入部２０の構成］　
　図２と図３Ａと図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとを参照して、可撓管部２５と湾曲部２３と先
端硬質部２１との構成をそれぞれ、説明する。
【００２３】
　［可撓管部２５の構成］　
　図２に示すように、可撓管部２５は、例えば、中空形状を有している。詳細には、可撓
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管部２５は、例えば、螺旋管２５ａと、この螺旋管２５ａの外側に配設され、螺旋管２５
ａに積層するように螺旋管２５ａをカバーする網状の網状管２５ｂと、この網状管２５ｂ
の外側に配設され、網状管２５ｂに積層するように網状管２５ｂをカバーする外皮２５ｃ
とを有している。　
　このように可撓管部２５は、螺旋管２５ａと網状管２５ｂと外皮２５ｃとによって構成
される３層構造を有している。
【００２４】
　この場合、可撓管部２５において、例えば、網状管２５ｂと、最も外側に配設されてい
る最外層として機能する外皮２５ｃとは、カバー部材２７として機能する。カバー部材２
７は、挿入部２０に含まれる。
【００２５】
　螺旋管２５ａは、例えば帯状の薄板素材が螺旋形状に成形されることによって、略円管
状に形成されている。薄板素材は、例えばステンレス鋼材製である。螺旋管２５ａの先端
部と基端部とは、螺旋管２５ａの中心軸に対して略９０度となるようにカットされている
。螺旋管２５ａは、例えば薄肉金属螺旋管である。螺旋管２５ａは、例えば、疎巻きに形
成されている。螺旋管２５ａは、可撓管部２５全体の潰れと、可撓管部２５の局所的な潰
れとを防止するために、可撓管部２５の長手（軸）方向に沿って可撓管部２５全体に渡っ
て配設されている。螺旋管２５ａは、先端部から基端部まで均一の太さを有している。
【００２６】
　網状管２５ｂは、例えば素線束が略円管状に編み込まれることで、形成される。素線束
は、複数の素線が束にされることで形成される。素線は、例えばステンレス鋼材製である
。網状管２５ｂにおいて、素線束同士は、交差され、格子状となっている。網状管２５ｂ
は、網状管２５ｂの先端部から網状管２５ｂの基端部まで均一の太さを有している。
【００２７】
　外皮２５ｃは、例えばゴム材などのフレキシブル性を有する樹脂材によって形成されて
いる。外皮２５ｃは、網状管２５ｂの外側をカバーするように略円管状に形成されている
。
【００２８】
　［湾曲部２３の構成］　
　図２に示すように、湾曲部２３は、複数の略円筒（環状）形状の節輪２３１が挿入部２
０の長手方向に沿って並設されていることで、構成されている。隣り合う（挿入部２０の
長手方向に沿って前後に位置する）節輪２３１は、例えばピンなどの連結部材２３３によ
って回動可能に連結されている。このように隣り合う節輪２３１同士が互いに回動可能に
連結されることで、上述したように湾曲（回動）可能な湾曲部２３が形成される。
【００２９】
　図１に示すように、湾曲部２３は、先端硬質部２１よりも操作部３０側に配設されてい
る。湾曲部２３の先端部に配設されている節輪２３１は、接続管（口金）２３１ａを介し
て先端硬質部２１と連結している。この接続管２３１ａは、湾曲部２３の先端部に配設さ
れており、この湾曲部２３の先端部に配設されている節輪２３１を後述する本体部２０１
に接続する。図２に示すように、湾曲部２３の最も基端部に配設されている節輪２３１ｂ
は、口金２３５を介して可撓管部２５（螺旋管２５ａ）の先端部と連結している。接続管
２３１ａと口金２３５とは、湾曲部２３に含まれてもよい。この場合、接続管２３１ａは
、湾曲部２３の先端部に含まれる。
【００３０】
　図２と図３Ｂとに示すように、湾曲部２３は、例えば、節輪２３１の外側に配設され、
節輪２３１に積層するように節輪２３１をカバーする網状の網状管２３ｂと、この網状管
２３ｂの外側に配設され、網状管２３ｂに積層するように網状管２３ｂをカバーする外皮
２３ｃとを有している。　
　このように湾曲部２３は、節輪２３１と網状管２３ｂと外皮２３ｃとによって構成され
る３層構造を有している。
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【００３１】
　この場合、湾曲部２３において、例えば、網状管２３ｂと、最も外側に配設されている
最外層として機能する外皮２３ｃとは、カバー部材２７として機能する。カバー部材２７
は、挿入部２０に含まれる。外皮２３ｃは、図３Ｂに示すように、先端硬質部２１もカバ
ーする。
【００３２】
　湾曲部２３の網状管２３ｂと外皮２３ｃとは、可撓管部２５の網状管２５ｂと外皮２５
ｃと略同一の構成である。
【００３３】
　［先端硬質部２１の構成］　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、先端硬質部２１は、例えば金属などの硬質部材によっ
て形成されている本体部２０１と、例えば樹脂などの軟質部材によって形成され、本体部
２０１の先端部をカバーするカバー部２１１とによって形成されている。
【００３４】
　［本体部２０１］　
　本体部２０１は、接続管２３１ａを介して湾曲部２３の最も先端部に配設されている節
輪２３１と連結する。図３Ａと図３Ｃとに示すように、本体部２０１は、撮像ユニット５
０と、１対の照明ユニット６０と、処置具挿通チャンネル３５ｃと、送気・送水チューブ
２０３ｆとを保持する保持部材である。
【００３５】
　撮像ユニット５０と、照明ユニット６０と、処置具挿通チャンネル３５ｃと、送気・送
水チューブ２０３ｆとは、先端硬質部２１から湾曲部２３と可撓管部２５とを介して操作
部３０にまで内視鏡１０を挿通している挿通部材であり、挿入部２０と操作部３０とに内
蔵されている内蔵物である。このため本体部２０１は、このような挿通部材（内蔵物）を
保持する保持部材である。　
　詳細には、本体部２０１は、挿通部材をそれぞれ保持するため、挿入部２０の長手軸方
向に本体部２０１を貫通している個別の貫通口部２０３を有している。　
　貫通口部２０３は、図３Ａと図３Ｂと図３Ｃとに示すように、撮像ユニット５０が挿入
される撮像挿入孔部２０３ａと、照明ユニット６０が挿入される１対の照明挿入孔部２０
３ｂと、先端開口部３５ｂと連通し、処置具挿通チャンネル３５ｃが嵌り込むチャンネル
挿入口部２０３ｃと、送気・送水ノズル２０３ｄと送気・送水チューブ２０３ｆとが互い
に連通するように嵌り込む送気・送水貫通孔部２０３ｅとを有している。
　撮像挿入孔部２０３ａと照明挿入孔部２０３ｂとチャンネル挿入口部２０３ｃと送気・
送水貫通孔部２０３ｅとは、それぞれ別体である。またこれらは、それぞれに挿入される
内蔵物の形状に対応する形状を有している。つまり、例えば、照明挿入孔部２０３ｂは、
照明ユニット６０に対応する形状を有しており、詳細には照明ユニット６０が嵌合するよ
うな形状を有している。
【００３６】
　照明挿入孔部２０３ｂは、先端硬質部２１の平面方向において撮像挿入孔部２０３ａを
挟み込むように配設されている。これにより照明ユニット６０は、先端硬質部２１の平面
方向において撮像ユニット５０を挟み込むように配設される。つまり照明ユニット６０は
、撮像ユニット５０を中心に対称に配設されている。送気・送水貫通孔部２０３ｅは、本
体部２０１の径方向において、撮像挿入孔部２０３ａと隣り合うように配設されている。
また送気・送水チューブ２０３ｆは、先端硬質部２１の平面方向において、撮像ユニット
５０と隣り合うように配設される。
【００３７】
　そして挿通部材（内蔵物）が各貫通口部２０３に挿入され配設されることで、本体部２
０１は挿通部材（内蔵物）をそれぞれ保持する。つまり本体部２０１は、穿設されている
中空部材である。
【００３８】
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　このように、中空部材である本体部２０１は、内視鏡１０の挿入部２０の先端部に配設
されており、本体部２０１の軸方向に本体部２０１を貫通している貫通口部２０３を有し
ている。
【００３９】
　［カバー部２１１］　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、カバー部２１１は、撮像挿入孔部２０３ａと照明挿入
孔部２０３ｂと送気・送水チューブ２０３ｆとチャンネル挿入口部２０３ｃとの先端部と
本体部２０１の先端面とを含む本体部２０１の先端部をカバーする。カバー部２１１は、
透明な材料によって形成されていてもよい。
【００４０】
　カバー部２１１は、チャンネル挿入口部２０３ｃに対応する位置に配設され、カバー部
２１１が本体部２０１の先端部をカバーする際に、外部とチャンネル挿入口部２０３ｃと
に連通する先端開口部３５ｂを有している。先端開口部３５ｂは、内視鏡１０処置具が内
視鏡１０の内部を示す処置具挿通チャンネル３５ｃから外部に向けて突出するために配設
されている。
【００４１】
　また図３Ａと図３Ｂとに示すように、カバー部２１１は、撮像ユニット５０の観察窓５
１が配設される開口部２１１ａと、照明ユニット６０（照明挿入孔部２０３ｂ）に対応す
る位置に配設されている１対の照明窓２１１ｂとを有している。　
　図３Ａに示すように、照明窓２１１ｂは、観察窓５１を挟み込むように配設されている
。つまり照明窓２１１ｂは、観察窓５１を中心に対称に配設されている。照明窓２１１ｂ
は、レンズを有していても良い。
【００４２】
　また図３Ａと図３Ｃとに示すように、カバー部２１１は、送気・送水貫通孔部２０３ｅ
に対応する位置に配設され、カバー部２１１が本体部２０１の先端部をカバーする際に、
外部と送気・送水貫通孔部２０３ｅとに連通し、送気・送水ノズル２０３ｄが嵌まり込む
送気・送水開口部２１１ｅを有している。　
　図２Ｂと図２Ｃとに示すように、送気・送水開口部２１１ｅは、本体部２０１の径方向
において、観察窓５１と隣り合うように配設されている。
【００４３】
　［撮像ユニット５０］　
　図３Ｂに示すように、撮像ユニット５０は、観察窓５１と、所定の像面歪曲を有する対
物レンズ群である対物光学系５３（レンズ系）と、対物光学系５３の結像位置に配設され
ているＣＣＤ等の撮像素子５５と、接続回路基板５７とを有している。
【００４４】
　観察窓５１と、対物光学系５３と、撮像素子５５と、接続回路基板５７とは、観察窓５
１から順に挿入部２０の長手軸方向に沿ってカバー部２１１から操作部３０側に向って先
端硬質部２１に配設されている。より詳細には、観察窓５１は、カバー部２１１に配設さ
れる。また対物光学系５３（レンズ系）と撮像素子５５と接続回路基板５７とは、一体と
なっており、本体部２０１（貫通口部２０３）に配設されている。
【００４５】
　接続回路基板５７は、信号線などの撮像用ケーブル５９と接続している。撮像用ケーブ
ル５９は、湾曲部２３と可撓管部２５と操作部３０とユニバーサルコード４１とを介して
接続コネクタ４１ａまで内視鏡１０を挿通している。接続コネクタ４１ａが制御装置１４
と接続することで、撮像用ケーブル５９は制御装置１４と接続し、撮像ユニット５０によ
って撮像された観察対象物がモニタ１６に表示される。撮像用ケーブル５９は、撮像ユニ
ット５０と挿通部材（内蔵物）とに含まれている。
【００４６】
　また、撮像素子５５に代えて図示しないイメージガイドファイバの先端部を固定して、
内視鏡１０を電子スコープに限らずにファイバースコープとしてもよい。
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【００４７】
　このような撮像ユニット５０は、図３Ｂに示すように、貫通口部２０３の内部に配設さ
れ、発熱する発熱部として機能する。撮像ユニット５０は、観察対象物を撮像し、撮像に
伴い発熱する。
【００４８】
　［照明ユニット６０］　
　図３Ｂに示すように、照明ユニット６０は、例えばＬＥＤなどの照明光を出射する照明
部６１を有している。照明部６１が照明する照明光は、例えば白色光である。照明部６１
は、信号線などの照明用ケーブル６９と接続している。照明用ケーブル６９は、湾曲部２
３と可撓管部２５と操作部３０とユニバーサルコード４１とを介して接続コネクタ４１ａ
まで内視鏡１０を挿通している。接続コネクタ４１ａが制御装置１４と接続することで、
照明用ケーブル６９は制御装置１４と接続し、制御装置１４によって照明を制御される。
照明用ケーブル６９は、照明ユニット６０と挿通部材（内蔵物）とに含まれている。
【００４９】
　このような照明ユニット６０は、図３Ｂに示すように、貫通口部２０３の内部に配設さ
れ、発熱する発熱部として機能する。照明ユニット６０は、観察対象物に照明光を照明し
、照明に伴い発熱する。この発熱量は、光電変換の損失のため発光光量に比例して、増加
する。この熱は、例えば照明ユニット６０の寿命や、光量の低下に影響を与える。
【００５０】
　［内視鏡１０の放熱構造８０］　
　図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、放熱構造８０は、貫通口部２０３を有する中
空部材である本体部２０１と、節輪２３１を本体部２０１に接続する接続管２３１ａと、
貫通口部２０３の内部に配設され、本体部２０１によって保持され、撮像ユニット５０や
照明ユニット６０を含み、発熱する発熱部と、熱伝導の方向に異方性を有する熱伝導材８
１とを具備している。
【００５１】
　［熱伝導材８１］　
　熱伝導材８１は、例えば、熱異方性を有するシート状の部材である。この部材は、例え
ば、グラファイトシートである。熱伝導材８１において、面方向（軸方向）の熱伝導率は
、厚み方向の熱伝導率よりも高い。このため、熱は、厚み方向よりも平面方向に伝達され
る。
【００５２】
　図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１全体は、例えば、円筒形状を有
している。詳細には、本実施形態では、例えば、シート状且つ短冊（帯）状の熱伝導材８
１が円筒形状を形成することで、円筒形状の熱伝導材８１が形成される。
【００５３】
　図３Ｂに示すように、熱伝導材８１は、例えば、本体部２０１よりも微小に長い。そし
て、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、本体部２０１と、接続管
２３１ａの先端部側とを全周に渡って囲うように配設されている。　
　詳細には、図３Ｂに示すように、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１の外周
面に固定されている。また熱伝導材８１の基端部８１ｂは、本体部２０１に対して本体部
２０１から操作部３０側に延出されており、例えば湾曲部２３の先端部である接続管２３
１ａにまで配設されている。　
　このように、熱伝導材８１は、挿入部２０の長手軸方向において、本体部２０１の先端
部から湾曲部２３の先端部である接続管２３１ａまで配設されている。
【００５４】
　なお熱伝導材８１の基端部８１ｂは、湾曲部２３に固定される必要はない。基端部８１
ｂは、例えば、接続管２３１ａの外周面に載置されている。そして基端部８１ｂは、挿入
部２０の外形形成部材として機能する例えば外皮２３ｃに内接するように摺動自在に配設
されている。
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【００５５】
　このように先端部８１ａは固定端として機能し、基端部８１ｂは自由端として機能する
。先端部８１ａは、固定のために、例えば本体部２０１の外周面に貼り付けられている。
この場合、例えば、熱伝導性を有する粒子が混入されている粘着材や接着剤が用いられる
。なお熱伝導材８１において、本体部２０１の外周面に対向する部分全体が本体部２０１
の外周面に貼り付けられてもよい。
【００５６】
　前記したように配設されている熱伝導材８１は、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すよう
に、先端硬質部２１（本体部２０１）の内部と湾曲部２３の内部とに配設されるのではな
く、また内蔵物として機能するのではない。図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、本
実施形態の熱伝導材８１は、前記したように、本体部２０１の外部と接続管２３１ａの外
部且つ、本体部２０１の外周面側と接続管２３１ａの外周面側とに配設される。　
　また図３Ｂと図３Ｃとに示すように、前記したように配設されている熱伝導材８１は、
本体部２０１と熱的に接続しており、本体部２０１を介して撮像ユニット５０と照明ユニ
ット６０とに対して熱的に接続している。また図３Ｂと図３Ｄとに示すように、熱伝導材
８１は、接続管２３１ａに対して熱的に接続している。なお接続管２３１ａは節輪２３１
と連結しているため、接続管２３１ａは節輪２３１と熱的に接続し、熱伝導材８１は接続
管２３１ａを介して節輪２３１と熱的に接続することとなる。
【００５７】
　図３Ｂと図３Ｃとに示すように、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１の厚み
方向において、カバー部材２７と本体部２０１との間に介在している。このカバー部材２
７は、前記したように挿入部２０に配設されており、先端硬質部２１を含む挿入部２０を
カバーする。また熱伝導材８１の先端部８１ａは、カバー部材２７によってカバーされる
と同時に、カバー部材２７によって本体部２０１の外周面に向かって押圧されている。詳
細には、熱伝導材８１は、カバー部材２７において、例えば最も外側に配設されている最
外層として機能する外皮２３ｃによってカバーされている。そして熱伝導材８１の先端部
８１ａは、外皮２３ｃが熱伝導材８１に密着し熱伝導材８１を本体部２０１に押圧するこ
とによって、本体部２０１からの脱落及び本体部２０１に対するずれを防止されている。
【００５８】
　また図３Ｂと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１の基端部８１ｂは、本体部２０１の
厚み方向において、このカバー部材２７と、湾曲部２３との間に介在している。また熱伝
導材８１の基端部８１ｂは、カバー部材２７によってカバーされると同時に、カバー部材
２７によって接続管２３１ａの外周面に押圧されている。詳細には、熱伝導材８１の基端
部８１ｂは、外皮２３ｃが熱伝導材８１に密着し熱伝導材８１を接続管２３１ａの外周面
に押圧することによって、湾曲部２３からの脱落及び湾曲部２３に対するずれを防止され
ている。
【００５９】
　このように熱伝導材８１は、外皮２３ｃと本体部２０１と接続管２３１ａとによって挟
持されている。
【００６０】
　また図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、外皮２３ｃによってカ
バーされているため、外皮２３ｃと熱的に接続している。また熱伝導材８１の基端部８１
ｂは、網状管２３ｂと接続しており、網状管２３ｂと熱的に接続している。熱伝導材８１
は、外皮２３ｃよりも薄い。
【００６１】
　［作用１］　
　照明ユニット６０の照明部６１が照明光を出射し、撮像ユニット５０が観察対象物を撮
像すると、発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とは、発熱する。
【００６２】
　この熱は、照明ユニット６０と撮像ユニット５０を保持する本体部２０１に伝達される
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。本体部２０１は熱伝導材８１と熱的に接続しているため、熱は本体部２０１から熱伝導
材８１に伝達される。なお熱伝導材８１は、図３Ｂと図３Ｃとに示すように、本体部２０
１の外周面に配設されており、さらに本体部２０１を全周に渡って囲っている。このため
、熱は、効率よく本体部２０１から熱伝導材８１に伝達される。熱伝導材８１において、
面方向の熱伝導率は、厚み方向の熱伝導率よりも高い。このため、熱は、厚み方向よりも
平面方向に伝達される。
【００６３】
　なお図３Ｂに示すように、熱伝導材８１は、熱的に外皮２３ｃと網状管２３ｂとにも接
続している。よって、本体部２０１から熱伝導材８１に伝達された熱は、熱伝導材８１か
ら外皮２３ｃと網状管２３ｂとにも伝達される。
　すなわち、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１の外周面に固定され、熱伝導
材８１の基端部８１ｂは、外皮２３ｃに内接するように摺動自在に配設されている。この
ため、発熱部から発生した熱は、挿入部２０の内側から外側に伝達する。この場合、熱が
挿入部２０の内部側に伝達される場合に比べて、放熱するための表面積が広く、放熱性能
が高く、発熱部は効率的に冷却される。
【００６４】
　これにより、発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とは、冷却される。
【００６５】
　［作用２］　
　図３Ｂと図３Ｃとに示すように、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１の外周
面に固定されており、さらに外皮２３ｃによって本体部２０１の外周面に押圧されている
。これにより、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１からの脱落及び本体部２０
１に対するずれを防止されている。このため、熱は、確実に本体部２０１から熱伝導材８
１に伝達される。　
　また図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１の基端部８１ｂは、接続管２３１ａ
の外周面に載置されており、外皮２３ｃによって接続管２３１ａの外周面に押圧されてい
る。これにより、基端部８１ｂは、湾曲部２３からの脱落及び湾曲部２３に対するずれを
防止されている。またこれにより熱伝導材８１は、熱的に接続管２３１ａと接続すること
となる。よって、本体部２０１から熱伝導材８１に伝達された熱は、熱伝導材８１から接
続管２３１ａに伝達される。　
　また熱伝導材８１は接続管２３１ａに対して熱的に接続しており、接続管２３１ａは節
輪２３１に対して熱的に接続している。このため、熱は、熱伝導材８１から接続管２３１
ａに伝達され、接続管２３１ａから節輪２３１に伝達され、操作部３０側に伝達される。
【００６６】
　これにより、発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とは、冷却される。
【００６７】
　［作用３］　
　また図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、発熱部である照明ユニ
ット６０と撮像ユニット５０とにそれぞれ直接的に配設されているのではない。本実施形
態では、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、照明ユニット６０と
撮像ユニット５０とにまとめて対応し、照明ユニット６０と撮像ユニット５０とに対して
熱的にまとめて接続するように、照明ユニット６０と撮像ユニット５０とを保持する本体
部２０１に配設されている。
【００６８】
　これにより、発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とは、まとめて冷却さ
れる。
【００６９】
　［作用４］　
　また湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲している際においても、前記したように、照明
ユニット６０は照明光を出射し、撮像ユニット５０は観察対象物を撮像し、発熱部である
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照明ユニット６０と撮像ユニット５０とは発熱する。　
　ただしこの状況においても、本実施形態の熱伝導材８１は、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄと
に示すように、本体部２０１の外周面と接続管２３１ａの外周面とに配設されている。よ
って、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しても、熱伝導材８１は、内蔵物と当接及び干
渉することを防止され、さらに挿入部２０の内周面である貫通口部２０３の周面や接続管
２３１ａの内周面に当接及び干渉することを防止される。また熱伝導材８１は、捻じれた
り、内蔵物に対して擦れたり、撓んだり、曲がったり、内蔵物同士によって挟持されたり
することを防止される。　
　これにより、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなることが防止され、湾曲性
能が低下することが防止される。また熱伝導材８１は、湾曲によって前記した干渉等が生
じ、干渉等によって劣化及び破損することを防止される。また熱伝導材８１は本体部２０
１の外周面と接続管２３１ａの外周面とに配設され、基端部が自由端として機能する。こ
のため、熱伝導材８１は、前記したように湾曲によって劣化及び破損することを防止され
る。これらにより放熱効率の低下は防止される。
【００７０】
　［作用５］　
　またグラファイトシートのような熱伝導材８１の伸縮性は、熱伝導材８１の特性によっ
て乏しい。このため、熱伝導材８１は、本体部２０１の内部と湾曲部２３の内部とに配設
され、内蔵物として機能すると、熱伝導材８１は、湾曲部２３を含む挿入部２０が様々な
方向に湾曲した場合に応力によって劣化及び破損する虞が生じる。特に、劣化及び破損は
、曲率の小さい２方向以上の複合曲げによって生じる虞がある。　
　しかしながら、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、本実施形態では、前記したよ
うに熱伝導材８１は、本体部２０１の外周面と接続管２３１ａの外周面とに配設されてお
り、内蔵物として機能しない。よって、湾曲部２３を含む挿入部２０が様々な方向に湾曲
しても、熱伝導材８１は、応力の影響をほとんど受けることがなく、湾曲によって劣化及
び破損することを防止される。
【００７１】
　［作用６］　
　また図３Ｂと図３Ｃとに示すように、前記したように熱伝導材８１の先端部８１ａは、
本体部２０１の外周面に固定されている。また図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、
前記したように熱伝導材８１は、外皮２３ｃによって本体部２０１の外周面と接続管２３
１ａの外周面とに押圧されている。また前記したように熱伝導材８１は、湾曲部２３を含
む挿入部２０が湾曲しても、熱伝導材８１は、捻じれたり、内蔵物に対して擦れたり、撓
んだり、曲がったり、内蔵物同士によって挟持されたりすることを防止される。よって、
湾曲部２３を含む挿入部２０が直線状態や湾曲状態であっても、また湾曲部２３を含む挿
入部２０が直線状態から湾曲状態に切り替わったり、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲
状態から直線状態に切り替わった時であっても、熱伝導材８１は変形を防止される。よっ
て、熱伝導材８１は本体部２０１を介して撮像ユニット５０と照明ユニット６０とに対し
て熱的に接続し続けるため、放熱効率の低下が防止される。
【００７２】
　［作用７］　
　また熱伝導材８１が本体部２０１の内部と湾曲部２３の内部とに配設され内蔵物として
機能すると、熱は、本体部２０１の内部と湾曲部２３の内部とに溜まり、これら内部に配
設されている撮像ユニット５０と照明ユニット６０にダメージを与える虞が生じる。また
熱伝導材８１が内蔵物と干渉した際に、熱が内蔵物に伝達されてしまう虞が生じる。　
　しかしながら、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、本実施形態では、前記したよ
うに熱伝導材８１は、本体部２０１の外周面と接続管２３１ａの外周面とに配設されてお
り、内蔵物として機能せず、熱的に接続管２３１ａと接続している。このため、熱は、接
続管２３１ａに伝達されるため、内部に溜まることを防止され、内部に配設されている撮
像ユニット５０と照明ユニット６０とにダメージを与えることを防止される。また熱が内
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蔵物に伝達されることが防止される。
【００７３】
　［作用８］　
　また熱伝導材８１が本体部２０１の内部と湾曲部２３の内部とに配設され内蔵物として
機能すると、内部の充填率が向上し、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなり、
湾曲性能が低下する虞が生じる。
【００７４】
　しかしながら、図３Ｂと図３Ｃと図３Ｄとに示すように、本実施形態では、前記したよ
うに熱伝導材８１は、本体部２０１の外周面と接続管２３１ａの外周面とに配設されてお
り、内蔵物として機能しない。よって内部の充填率が向上することが防止され、湾曲部２
３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなることが防止され、湾曲性能が低下することが防止
される。
【００７５】
　［効果］　
　本実施形態では、作用１，２によって、熱伝導材８１によって発熱部である照明ユニッ
ト６０と撮像ユニット５０とを冷却できる。
【００７６】
　また本実施形態では、作用１，２によって、熱伝導材８１が本体部２０１と湾曲部２３
とからの脱落及び本体部２０１と湾曲部２３とに対してずれることを防止できる。このた
め本実施形態では、熱を、確実に本体部２０１から熱伝導材８１に伝達でき、熱伝導材８
１から接続管２３１ａに伝達できる。これにより本実施形態では、熱伝導材８１によって
発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とを冷却できる。
【００７７】
　また本実施形態では、作用３によって、発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット
５０とをほぼ同じ程度にまとめて冷却できる。また本実施形態では、熱伝導材８１を１つ
のみ配設すればよく、放熱構造８０の構成を簡素にできる。
【００７８】
　また本実施形態では、作用４によって、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しても、熱
伝導材８１が、内蔵物と当接及び干渉することを防止でき、さらに挿入部２０の内周面で
ある貫通口部２０３の周面や節輪２３１の内周面に当接及び干渉することを防止できる。
また本実施形態では、熱伝導材８１が、捻じれたり、内蔵物に対して擦れたり、撓んだり
、曲がったり、内蔵物同士によって挟持されたりすることを防止できる。　
　また本実施形態では、作用４によって、湾曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくな
ることを防止でき、湾曲性能が低下することを防止できる。また本実施形態では、熱伝導
材８１が、湾曲によって前記した干渉等が生じ、干渉等によって劣化及び破損することを
防止できる。また本実施形態では、熱伝導材８１は本体部２０１の外周面と接続管２３１
ａの外周面とに配設され、基端部が自由端として機能する。このため本実施形態では、熱
伝導材８１が前記したように湾曲によって劣化及び破損することを防止できる。これらに
より本実施形態では、放熱効率の低下を防止できる。
【００７９】
　また本実施形態では、作用５によって、湾曲部２３を含む挿入部２０が様々な方向に湾
曲しても、熱伝導材８１は、応力の影響をほとんど受けることがない。よって本実施形態
では、熱伝導材８１が湾曲によって劣化及び破損することを防止できる。
【００８０】
　また本実施形態では、作用６によって、熱伝導材８１の変形を防止できる。よって本実
施形態では、熱伝導材８１は本体部２０１を介して撮像ユニット５０と照明ユニット６０
とに対して熱的に接続し続けるため、放熱効率の低下を防止できる。
【００８１】
　また本実施形態では、作用７によって、熱が内部空間に溜まることを防止でき、熱が内
部空間に配設されている撮像ユニット５０と照明ユニット６０にダメージを与えることを
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防止でき、熱が内蔵物に伝達されることを防止できる。
【００８２】
　また本実施形態では、作用８によって、内部の充填率が向上することを防止でき、湾曲
部２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなることを防止でき、湾曲性能が低下することを
防止できる。
【００８３】
　このように、本実施形態では、挿入部２０の湾曲性能を維持しつつ、熱伝導材８１が湾
曲によって劣化及び破損することを防止できる内視鏡１０の放熱構造８０を提供できる。
【００８４】
　なお本実施形態では、熱伝導材８１の先端部８１ａは、本体部２０１の外周面に固定さ
れているが、これに限定する必要はない。先端部８１ａ側は、本体部２０１の外周面と接
続管２３１ａの外周面との少なくとも一方に固定されていればよい。また節輪２３１が本
体部２０１に直接連結されている場合、先端部８１ａ側は、本体部２０１の外周面と節輪
２３１の外周面との少なくとも一方に固定されていればよい。
　また本実施形態では、基端部８１ｂは、摺動自在に配設されているが、これに限定する
必要はない。基端部８１ｂ側は、外皮２３ｃと節輪２３１と接続管２３１ａとに対して摺
動自在に配設されてもよい。
【００８５】
　また本実施形態では、内視鏡１０は例えば医療用として用いられる。このため湾曲部２
３において、外皮２３ｃが網状管２３ｂをカバーしている。しかし、網状管２３ｂと外皮
２３ｃとが節輪２３１をカバーしていれば、特に限定されない。例えば、内視鏡１０は例
えば工業用として用いられることを鑑みて、外皮２３ｃが節輪２３１をカバーし、網状管
２３ｂが最外層として機能して外皮２３ｃをカバーしていても良い。この場合、熱伝導材
８１は、網状管２３ｂによって、カバーされ、本体部２０１の外周面に向かって押圧され
る。　
　また本実施形態では、可撓管部２５において、網状管２５ｂは螺旋管２５ａをカバーし
、外皮２５ｃが網状管２５ｂをカバーしている。しかし、網状管２５ｂと外皮２５ｃとが
螺旋管２５ａをカバーしていれば、特に限定されない。例えば、内視鏡１０は例えば工業
用として用いられることを鑑みて、樹脂層である外皮２５ｃが螺旋管２５ａをカバーし、
網状管２５ｂが外皮２５ｃをカバーしていても良い。
【００８６】
　［第２の実施形態］　
　図４Ａと図４Ｂと図４Ｃと図４Ｄとを参照して、第２の実施形態について説明する。本
実施形態では、以下に、第１の実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
【００８７】
　［構成］　
　［熱伝導材８１］　
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、熱伝導材８１全体は、短冊形状を有している。熱伝導
材８１は、挿入部２０の長手軸方向において、本体部２０１から、操作部３０側、詳細に
は湾曲部２３の基端部側まで配設されている。熱伝導材８１は、湾曲部２３において、接
続管２３１ａの外周面と、節輪２３１をカバーする網状管２３ｂの外周面と、口金２３５
の外周面とに載置されている。熱伝導材８１は、湾曲部２３において、自由端として形成
される。熱伝導材８１は、本体部２０１と接続管２３１ａと網状管２３ｂと口金２３５と
に対して熱的に接続している。
【００８８】
　熱伝導材８１の先端部８１ａは、第１の実施形態と同様に本体部２０１の外周面に固定
されている。この点以外の熱伝導材８１の先端部８１ａについては、第１の実施形態と略
同様である。
【００８９】
　熱伝導材８１の基端部８１ｂは、前記したように、挿入部２０の基端部と連結している
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操作部３０側、詳細には口金２３５まで、挿入部２０の軸方向において直線状に延出され
ている。熱伝導材８１の基端部８１ｂ側は、第１の実施形態と同様に自由端として機能す
る。
【００９０】
　図４Ａと図４Ｃと図４Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、複数配設されており、本体
部２０１の周方向において互いに所望な間隔離れて配設されている。このため、熱伝導材
８１と熱伝導材８１との間には、間隙部８３が配設されている。間隙部８３は、例えば短
冊状を有している。また熱伝導材８１の長さは、熱伝導材８１の幅よりも長い。
【００９１】
　図４Ｂと図４Ｃと図４Ｄとに示すように、熱伝導材８１は、本体部２０１の厚み方向に
おいて、カバー部材２７と、本体部２０１及び湾曲部２３との間に介在している。このカ
バー部材２７は、前記したように挿入部２０に配設されており、先端硬質部２１と湾曲部
２３とを含む挿入部２０をカバーする。また熱伝導材８１は、カバー部材２７によってカ
バーされると同時に、カバー部材２７によって本体部２０１の外周面と接続管２３１ａの
外周面と網状管２３ｂの外周面と口金２３５の外周面とに向かって押圧されている。詳細
には、熱伝導材８１は、外皮２３ｃによってカバーされている。そして熱伝導材８１は、
外皮２３ｃが熱伝導材８１に密着し熱伝導材８１を本体部２０１と接続管２３１ａと網状
管２３ｂと口金２３５とに押圧することによって、本体部２０１と湾曲部２３とからの脱
落及び本体部２０１と湾曲部２３とに対するずれを防止されている。
【００９２】
　なお図４Ｂに示すように、本実施形態の熱伝導材８１の基端部８１ｂは、口金２３５の
厚み方向において、このカバー部材２７と、口金２３５との間に介在している。また熱伝
導材８１の基端部８１ｂは、カバー部材２７によってカバーされると同時に、カバー部材
２７によって口金２３５の外周面に押圧されている。詳細には、熱伝導材８１の基端部８
１ｂは、外皮２３ｃが熱伝導材８１に密着し熱伝導材８１を口金２３５の外周面に押圧す
ることによって、湾曲部２３からの脱落及び湾曲部２３に対するずれを防止されている。
【００９３】
　［効果］　
　本実施形態では、第１の実施形態の効果をさらに促進させることができる。
【００９４】
　また特に、図４Ａと図４Ｂとに示すように、本実施形態では、基端部８１ｂは、口金２
３５まで、挿入部２０の軸方向において直線状に延出されている。そして本実施形態では
、熱伝導材８１は、湾曲部２３において、接続管２３１ａの外周面と、網状管２３ｂの外
周面と、口金２３５の外周面とに載置されており、本体部２０１と接続管２３１ａと網状
管２３ｂと口金２３５とに対して熱的に接続している。　
　これにより本実施形態では、本体部２０１から熱伝導材８１に伝達された熱を熱伝導材
８１から網状管２３ｂと口金２３５とに素早く伝達できる。また本実施形態では、熱を、
口金２３５を介して螺旋管２５ａと網状管２５ｂとにも伝達できる。これにより本実施形
態では、熱伝導材８１によって発熱部である照明ユニット６０と撮像ユニット５０とをさ
らに冷却できる。
【００９５】
　また本実施形態では、熱伝導材８１同士は、互いに所望な距離離れて配設されている。
また熱伝導材８１の長さは、熱伝導材８１の幅よりも長い。このため本実施形態では、湾
曲部２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなることが防止され、湾曲性能が低下すること
が防止される。また本実施形態では、湾曲部２３が湾曲しても、熱伝導材８１の変形を防
止できる。また本実施形態では、湾曲部２３が湾曲する際に、熱伝導材８１が湾曲によっ
て幅方向において変形することを抑制できる。
【００９６】
　また本実施形態では、基端部８１ｂを含む熱伝導材８１は、湾曲部２３において自由端
であり、外皮２３ｃによって押圧されているのみである。よって本実施形態では、湾曲部
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２３を含む挿入部２０が湾曲しにくくなることが防止され、湾曲性能が低下することが防
止される。
【００９７】
　なお本実施形態では、熱伝導材８１の基端部８１ｂは、自由端であれば、操作部３０側
である例えば可撓管部２５の基端部側にまで延出されていてもよい。この場合、熱伝導材
８１は、可撓管部２５において、例えば、網状管２５ｂに載置され、外皮２５ｃによって
カバーされると同時に、外皮２５ｃによって網状管２５ｂの外周面に向かって押圧されて
いる。熱伝導材８１は、可撓管部２５において、外皮２５ｃが熱伝導材８１に密着し熱伝
導材８１を網状管２５ｂに押圧することによって、可撓管部２５からの脱落及び可撓管部
２５に対するずれを防止されている。　
　また内視鏡１０が例えば工業用として用いられることを鑑みられると、熱伝導材８１は
、可撓管部２５において、例えば、外皮２５ｃに載置され、網状管２５ｂによってカバー
されると同時に、網状管２５ｂによって外皮２５ｃの外周面に向かって押圧される。
【００９８】
　［第３の実施形態］　
　図５Ａと図５Ｂとを参照して、第３の実施形態について説明する。本実施形態では、以
下に、第１の実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
【００９９】
　［構成］　
　［熱伝導材８１］　
　図５Ａに示すように、本実施形態の熱伝導材８１は、第１の実施形態の熱伝導材８１の
形状と、第２の実施形態の熱伝導材８１の形状とが組み合わさった形状を有している。本
実施形態の熱伝導材８１の先端部８１ａ側は第１の実施形態のような円筒形状を有してお
り、熱伝導材８１の基端部８１ｂ側は第２の実施形態のような短冊形状を有している。熱
伝導材８１は、挿入部２０の長手軸方向において、本体部２０１から、操作部３０側、詳
細には湾曲部２３の基端部側まで配設されている。
【０１００】
　詳細には、熱伝導材８１は、熱伝導材８１の先端部に配設され且つ本体部２０１の外周
面に固定される円筒部８５ａと、湾曲部２３の接続管２３１ａの外周面と口金２３５の外
周面とに載置される短冊部８５ｂとによって形成される。　
　円筒部８５ａは第１の実施形態の熱伝導材８１に該当し、短冊部８５ｂは第２の実施形
態の熱伝導材８１に該当する。短冊部８５ｂは、円筒部８５ａと連接している。
【０１０１】
　図５Ａと図５Ｂとに示すように、短冊部分である短冊部８５ｂは、節輪２３１の周方向
において、連結部材２３３同士の間に配設されている。このため、連結部材２３３は、間
隙部８３に配設される。
【０１０２】
　［効果］　
　本実施形態では、第１の実施形態の効果と、第２の実施形態の効果と同様の効果をえる
ことができる。
【０１０３】
　なお一般的に、湾曲部２３の曲率は、湾曲部２３が湾曲した際、湾曲部２３の長手軸方
向において連結部材２３３同士を結ぶライン上において最大となる。本実施形態では、こ
のライン上に間隙部８３が配設されており、短冊部８５ｂはこのラインに対して節輪２３
１の周方向においてずれて配設されている。これにより本実施形態では、湾曲部２３が湾
曲する際に、短冊部８５ｂが湾曲によって変形することを抑制できる。
【０１０４】
　［第４の実施形態］　
　図６を参照して、第４の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、第１の
実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
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【０１０５】
　［構成］　
　［熱伝導材８１］　
　図６に示すように、熱伝導材８１は、帯形状を有している。また熱伝導材８１は、螺旋
形状を有しており、本体部２０１の中心軸と節輪２３１の中心軸とを巻回するように挿入
部２０の長手軸方向において、本体部２０１から、操作部３０側、詳細には湾曲部２３の
基端部側まで配設されている。熱伝導材８１は、接続管２３１ａの外周面と節輪２３１の
外周面とに配設されている。
【０１０６】
　［効果］　
　本実施形態では、熱伝導材８１が螺旋形状を有した状態で配設されている。このため、
挿入部２０の長手軸方向において、先端部から基端部までの熱伝導材８１自体の長さを抑
制できる。　
　このため、本実施形態では、湾曲部２３が湾曲する際に、熱伝導材８１が湾曲によって
幅方向において変形することを抑制できる。
【０１０７】
　［第５の実施形態］　
　図７を参照して、第５の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、第１の
実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
【０１０８】
　［構成］　
　［保護材８７］　
　熱伝導材８１の表面と裏面との少なくとも一方は、少なくとも一方を保護する保護材８
７によってカバーされている。保護材８７は、熱伝導材８１に積層するように配設される
。
【０１０９】
　この保護材８７は、例えば、熱伝導材８１が変形することを抑制し、湾曲部２３が湾曲
した際に熱伝導材８１が湾曲に伴う変形によって破損することを防止する機能を有してい
る。この場合、保護材８７は、例えば、ポリエチレンとシリコーンとポリエステルとポリ
イミドとポリエチレンテレフタレートとの少なくとも１つによって形成される。
【０１１０】
　また保護材８７は、例えば、本体部２０１の外周面と外皮２３ｃと節輪２３１の外周面
と網状管２３ｂの外周面とから熱伝導材８１への摩耗を軽減し、熱伝導材８１が本体部２
０１の外周面と外皮２３ｃと節輪２３１の外周面と網状管２３ｂの外周面との少なくとも
１つによって摩耗することを防止する摩擦軽減材として機能を有してもよい。
【０１１１】
　［効果］　
　本実施形態では、保護材８７によって、熱伝導材８１が、変形することを抑制でき、湾
曲に伴う変形によって破損することを防止でき、摩耗することを防止できる。
【０１１２】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【０１１３】
　１０…内視鏡、２０…挿入部、２１…先端硬質部、２３…湾曲部、２３ｂ…網状管、２
３ｃ…外皮、５０…撮像ユニット、６０…照明ユニット、８０…放熱構造、８１…熱伝導
材、８１ａ…先端部、８１ｂ…基端部、２０１…本体部、２０３…貫通口部、２１１…カ
バー部、２３１…節輪、２３１ａ…接続管。
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有高散热性的内窥镜的散热结构，其能够防止由
于弯曲导致的导热材料的劣化和破损，同时保持插入部的弯曲性能。 解
决方案：内窥镜的散热结构80包括主体部分201，连接管231a，主体部
分201是中空构件，具有沿轴向穿透并设置在插入部分的远端部分的通孔
部分203，发热部分设置在通孔部分203内并包括由主体部分201保持的
图像拾取单元50和照明单元60，发热部分在平面方向上的导热率高于厚
度方向上的导热率，并且导热材料81在传导方向上具有各向异性。导热
材料81的尖端部分81a侧固定到主体部分201的外周表面和连接管231a的
外周表面中的至少一个上。 点域3B
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